
ました。その結果、形状や生活状態の違いに関わらず、
マリモか近縁のタテヤママリモのいずれかであること
が明らかになりました。また、この研究の過程で、阿
寒湖と水系を同じくするペンケ湖、パンケ湖、太郎湖
でマリモの生育が、キモマ沼に近いカムイト沼、カモ
イ沼、ポン沼、そして阿寒湖でタテヤママリモの生育
が確認されました。
　さらに、一連のフィールド調査を通じて、マリモの
形状や生活状態は、流動環境の緩急、および付着物の
有無ならびに大小など、生育環境の違いに応じて変化
することが分かりました。この知見はタテヤママリモ
にも当てはまるだけでなく、生育湖沼の自然環境や歴
史、さらには人為の影響を知る手がかりになることも
明らかになりました。今回は、こうした調査結果をも
とに、北海道におけるマリモの最新事情を紹介したい
と思います。
釧路湿原の湖沼群
　釧路湿原の東部にはシラルトロ湖、塘路湖、達

たっ

古
こ

武
ぶ

沼
ぬま

が並び、いずれにもマリモが生育しています。
　最も北に位置するシラルトロ湖は、 3湖沼の中でも
浮遊糸状体の生育量が非常に多いのが特徴です。同湖
の湖底には塩分を含んだ地下水が湧出しており、それ
が塩分を好むマリモの群生を可能にしているものと考
えられています。この豊富なマリモ資源を利用して、

北海道のマリモ
　マリモといえば、大きな球状マリモを産する阿寒湖
が有名ですが、北海道ではこれ以外にも 7湖沼でマリ
モの、そして 5湖沼で別種であるタテヤママリモの生
育が確認されています（図 1）。
　しかしその形状は、阿寒湖のマリモでは糸状体と呼
ばれる長さ 3～ 4 cmの灌

かん

木
ぼく

状の藻体が中心から表面
に向かって多数放射状に配列した構造を有しながら球
状に発達するのに対して、阿寒湖以外の湖沼では、糸
状体が緩く集合して不定型になったり、糸状体が無秩
序に絡み合って集塊になるなど、大きく異なります。
　このため過去には、形状や生活状態の違いに応じて、
カラフトマリモ（キモマ沼、チミケップ湖）、トロマ
リモ（塘

とう

路
ろ

湖
こ

）、フトヒメマリモ（阿寒湖）といった
別種や品種に分類されてきました。
　他方、「形状の違いは生育環境の違いによるもので
同一種と見るべき」との学説もあり、1990年代に入っ
て遺伝子の塩基配列情報＊1に基づく系統解析が行われ

＊1　塩基配列情報
DNAやRNAなどの核酸を構成するヌクレオチドの並び順のことで
す。

北海道のマリモ②－釧路湿原、阿寒カルデラ、
チミケップ湖、猿払・浜頓別

若菜　勇（わかな　いさむ）

釧路市世界自然遺産推進員・大型球状マリモ再生オフィサー、理学博士
岩手県花巻市出身。北海道大学大学院理学研究科で藻類学を修めた後、1991年から阿寒町教育委員会（2005年か
ら釧路市教育委員会）で特別天然記念物「阿寒湖のマリモ」の保護・研究・教育にあたる。世界各地のマリモ湖沼
を踏査して神秘の生物マリモの生態解明につくす。2018年に釧路市教委を定年退職後、釧路市世界自然遺産推進
室を拠点に阿寒カルデラ地域の世界自然遺産登録を目指した研究・普及活動にも携わっている。
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図 1　北海道におけるマリモおよびマリモに近縁なタテヤママリモ
の分布
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　マリモについても、1960～70年代には広い範囲で浮
遊糸状体（図 3－A）の他に小さな集合体が確認され
ていました。しかし、1980年代には浮遊糸状体だけと
なり、1990年代にはドブガイの殻上に付着する着生糸
状体（図 3－B）が確認されただけで、2000年代には
これも痕跡的になりました。
　浮遊糸状体が厚く堆積したり、絡み合って集合体を
形成するためには、糸状体が相互に日陰をつくってし
まうため、強い光が必要になります。ところが、富栄
養化が進んで植物プランクトンが増えると、光不足に
なって糸状体の堆積厚は縮小し、集合体の直径は小さ
くなってしまいます。加えて、湖底に植物プランクト
ンの遺骸が泥となって堆積するようになると、単独で
生活できた小さな浮遊糸状体も生育し続けるのが難し
くなります。こうして、浮遊糸状体や集合体は姿を消
し、泥に埋没しない二枚貝の殻上の着生糸状体だけが
残存するものと考えられます。
　達古武沼では、湖底堆積物中に残されたマリモの遺
骸（図 4）を用いて、古い時代の生育状況の変遷も明
らかになっています。
　堆積物中には、大気圏内での核実験によって生成・
沈降したセシウム137や、樽前山および渡島駒ヶ岳が
噴火した際の火山灰が層として残されており、これら
を使って堆積年代を推定します。

　マリモの含有量は1739年の樽前火山灰の降下以降、
急激に上昇し、生育量が非常に多い状態がしばらく続
いていました。しかし、1963年のセシウム137のピー
クのかなり前から生育量は減少に転じ、それは19世紀

1970年代から観光みやげでお馴
な

染
じ

みの観賞用マリモの
原料供給地となっていましたが、資源が枯渇して、
2003年以降、禁漁が続いています。
　その南に位置する塘路湖は、 3湖沼の中で最も大き
く、また集水域も広いのが特徴です。集水域では1960
年代から畜産が盛んになった結果、排泄物の一部が河
川を通じて湖内に流入し、湖水の栄養塩レベルが上昇
して植物プランクトンが過増殖するようになりました。
　湖水の富栄養化は、シラルトロ湖および達古武沼で
も同様に問題となっており、最近では水中に差し込む
太陽光を遮るヒシ＊2が夏季を通じて湖面を広く覆う状
況が常態化しています（図 2）。マリモの生育状況も
悪化の一途をとげており、生育を確認することさえ難
しくなりつつあります。

　最も南に位置する達古武沼は、2003年に釧路湿原自
然再生事業の対象地域の一つとなったことで、富栄養
化の過程と影響が詳しく分かっています。
　達古武沼で富栄養化が進行し始めたのは1980年ころ
からのことでした。1970年代まで水草の生育状況が比
較的良好であったものが、植物プランクトンの増加に
伴って水草が減少し始め、深所では1990年代に水草の
衰退が顕著になりました。そして2000年代初頭に消失
すると、浅所でも種数と生育量の減少が急速に進行し
ました。

＊ 2 　ヒシ
ヒシはミソハギ科ヒシ属の一年草の水草。池沼に生え、葉が水面に
浮く浮葉植物。
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図 2 　達古武沼の湖面を覆うヒシ（2004年 8 月）

図 3 　達古武沼のマリモ。A：付着物から剥がれて生じた
浮遊糸状体、B：二枚貝の殻上に付着する着生糸状体

図 4 　達古武沼の堆積土砂から分離されたマリモの遺骸
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ペンケ湖、および下流の太郎湖で着生型のマリモが見
出されていますが、これ以外の湖ではこれまでのとこ
ろ生育の確認はありません。
　湖水の水質を比較したところ、マリモが生育する湖
沼は生育しない湖沼より、ナトリウム、カリウム、カ
ルシウム、マグネシウムなどミネラルの平均濃度が1.4
～2.9倍高いことが分かりました。
　マリモは釧路湿原の湖沼群のような最近まで海で
あった海跡湖に多く分布し、またマリモの生長は海水
を若干加えた培養液で促進されることなどから、マリ
モの生育分布を制限する環境要因の一つとしてミネラ
ルの影響が想定されています。阿寒カルデラ内におけ
る分布もまた、こうした見方を支持するものとなって
おり、マリモの生育条件の解明がさらに進むものと期
待されます。
チミケップ湖
　阿寒湖の北西に位置する津別町のチミケップ湖は、
古くからマリモの生育地として知られていました。ま
た同湖は、阿寒湖とならんでヒメマスの原産湖として
も知られ、阿寒湖との共通性に関心が持たれてきまし
たが、成因は河川の堰

せ

き止めによると言われており、
火山活動や海との関係は認められません。
　チミケップ湖のマリモの形状と生活状態は、岩石に
付着する着生糸状体を基本としており、これが剥

は

がれ
て浮遊糸状体になるとともに、一部が絡み合って緩い
集合体を形成します。ところが、1934年にマリモの生
育がはじめて報じられた際には、「不規則な形の扁平
集団が多く、希

まれ

に球形集団があった」と論文中に記さ
れており、これは球状マリモやその破損断片であった
可能性を示唆します。
　一方、チミケップ湖には「1924年ころ阿寒湖からマ
リモが移植された」との言い伝えがあり、上述した「不
規則な形の扁平集団が多く、希に球形集団」が、移植
されたマリモを指す可能性が考えられました。
　そこで、1994年にマリモ移植に関する文献調査を行
うとともに、地域住民に情報提供を呼びかけたところ、
1924年のみならず、1932年ころ、そして1950年にも阿
寒湖からマリモが持ち出されていたことが明らかにな
りました。
　動機はマリモの保護で、1950年の移植は、同年春の

の終わりごろであったと推定されました（図 5）。
　この時期、達古武沼の周辺を含めた釧路湿原東部の
丘陵地域では、木材や薪炭材の採取を目的とした森林
伐採が始まっています。このマリモ生育量の急減から、
達古武沼の環境は富栄養化が問題になるはるか以前か
ら人為的な影響を受けていた可能性が明らかになりま
した。

阿寒カルデラの湖沼群
　阿寒湖の周辺には大小の湖沼が雄阿寒岳を取り巻く
ように点在しています（図 6）。これらの湖沼は、古
阿寒湖と呼ばれる巨大なカルデラ湖が数千年前の雄阿
寒岳の噴火によって大小に分かれ、形成されました。
湖沼の生成時期はほぼ同じで、初期の環境も類似して
いたと考えられるにも関わらず、現在の湖水の栄養レ
ベルや水草相は湖沼ごとに異なっており、湖沼生態系
の経時変化を示す貴重な事例となっています。
　阿寒カルデラ内の10湖沼では、球状マリモを産する
阿寒湖の他、阿寒湖と川でつながる上流のパンケ湖と

図 6  阿寒カルデラ湖沼群

図 5 　達古武沼北部水域における湖底堆積物中のマリモ遺骸含有
量の長期変化．『佐藤大樹（2007）湖底堆積物を用いたマリモ生息
状況の変遷－達古武沼における過去300年間の変化－』を許可を得
て引用・改変
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も、周辺の開発が進んでいなかった20世紀半ばまでマ
リモ類が普通に見られましたが、森林の消失による表
土の流入や放牧地からの畜産排水の負荷が始まってか
ら、急速に衰退したということでした。釧路湿原と同
様、富栄養化によって生育状況が悪化したと見てよい
でしょう。
　こうした所見から、タテヤママリモが高密度で集団
を形成しているカムイト沼は、マリモでも見られる着
生、浮遊、集合がそろって出現する点で、たいへん貴
重です。種として認識され、生育実態が分かり始めて
間もないため、マリモで行われているようなレッド
データブックなどによる希少性評価の対象にはなって
いませんが、将来にわたって保護・保存して行く価値
があるように思います。
　また、タテヤママリモは、わが国では北海道から九
州まで広く分布が確認されていますが、生育場所は水
路や人工池が多く、猿払・浜頓別のような天然湖沼に
おける生育分布は極めて希な事例となっています。猿
払・浜頓別の湖沼群は海跡湖に分類され、阿寒湖では
湧水が流れ込むごく狭い範囲に分布するなど、マリモ
と似た生態を有します。人工環境に出現する理由も含
め、どのような環境要因が生育分布を制限しているの
か、今後の研究が待たれます。
マリモは水環境の証言者－まとめにかえて
　「マリモはなぜ阿寒湖にいるのか」、そして「マリモ
はなぜ阿寒湖で丸くなるのか」という問いを通じて、
系統分類や分布を既定する要因、そして形状が多様化
するメカニズムなどが明らかになってきました。その
延長として、「マリモから見た北海道の自然」は、高
い自然度を保っている湖沼がある一方で、富栄養化が
進んだ湖沼ではマリモあるいはタテヤママリモそのも
のの生育が危ぶまれる現状が見えてきました。
　水中はなかなか見る機会がないため、異変が生じて
も気づかれることが少なくありません。マリモの存在
があったからこそ、長期にわたって湖沼環境の変化を
トレースすることができ、また新たな生育地の確認に
つながったと言っても過言ではないでしょう。水環境
の証言者としてのマリモそしてタテヤママリモの実態
と価値を知り、私たちが住む北海道の自然の理解や保
全・活用に役立ててゆければと思います。

水位低下によって干上がってしまったマリモを救うの
が目的であったことが移植に携わった人物の証言に
よって裏付けられました。また1924年と32年の移植は、
1923年に水力発電のための制水門を阿寒湖の流出口に
設けて水位を調節するようになったことで、過度な取
水による水位低下がマリモに悪影響を及ぼす可能性が
懸念され、被害の発生に備えた措置であったことが当
時の新聞から分かりました。
　けれども移植にあたって、事前の植生調査や移植さ
れたマリモの経過調査などは行われていません。現在
チミケップ湖で見られるマリモは移植された阿寒湖の
末
まつ

裔
えい

なのか、あるいはチミケップ湖にはマリモが元々
自生していたのかという当初の問いは、未解決のまま
となっています。
猿払・浜頓別の湖沼群
　北海道北部の猿

さる

払
ふつ

・浜
はま

頓
とん

別
べつ

地方には大小十数の湖沼
が点在し、このうちキモマ沼では早くからマリモ類の
存在が知られていました。そこで、1990年代末に周辺
の湖沼も含めて調査を行ったところ、カムイト沼、カ
モイ沼、ポン沼と合わせ、マリモに近縁なタテヤママ
リモの生育が確認されました。
　タテヤママリモの生活状態は、沈木や岩石、二枚貝
（イシガイ、カラスガイ）の殻に付着する着生糸状体
が一般的で、さらにカムイト沼では、浮遊糸状体が周
辺に散在し、中には緩い集合体を形成しているものも
ありました（図 7）。
　生育量は、カムイト沼＞カモイ沼＞ポン沼＞キモマ
沼の順に低下し、特にキモマ沼は痕跡的でした。周辺
環境は、カムイト沼とカモイ沼の湖岸や集水域が天然
林で覆われているのに対し、ポン沼とキモマ沼では牧
草地化が進んでおり、またこれらの沼では湖水が著し
く汚濁している上に、家畜の糞

ふん

尿臭も認められました。
現地での聞き取り調査によると、キモマ沼とポン沼で

図 7 　カムイト沼におけるタテヤママリモの生育状況（2014年 8 月
10日）。集合体は緩く絡み合った纏

てん

綿型
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